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宋

代

の

殺

人

祭

鬼

に

つ
し、

て

河

原

正

博

黄
河
流
域
の
北
シ
ナ
を
そ
の
木
拠
地
と
し
た
漢
民
族
の
、
南
方
へ
の
進
出
は
漢
民
族
自
体
の
膨
脹
発
展
で
あ
る
と
共
に
、
南
シ
ナ
地
域

の
漢
化
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
准
水
流
域
を
合
め
て
、
そ
れ
以
南
の
地
に
古
く
か
ら
漢
民
族
と
は
風
俗
言
語
を
具
に
し
た
多
く
の
非
漢
族

が
住
ん
で
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
呉
氏
族
と
南
下
進
出
の
漢
民
族
と
が
互
に
抗
争
の
形
を
と
る
場
合
で
あ
れ
、
あ

る
い
は
平
和
裡
に
融
和
の
形
を
と
る
場
合
で
あ
れ
、
結
局
は
決
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
漢
化
の
過
程
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
重

要
な
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
際
に
そ
れ
ら
の
異
民
族
自
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
の
解
明
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
申

す
ま
で
も
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
今
後
の
成
果
を
ま
っ
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
た
め
に
概
観
的
、

巨
視
的
な
見
地
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
具
民
族
の
解
明
に
近
ず
く
方
法
と
共
に
、
そ
れ
ら
呉
氏
族
の
個
々
の
特
殊
性
を
出
来
る
だ
け
明
か
に
す

る
方
法
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
即
ち
漢
民
族
と
そ
れ
ら
の
異
民
族
と
の
接
触
、
緊
張
の
面
で
、
あ
る
い
は
漢
化
の
永
い

過
程
の
流
れ
の
中
で
、
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
そ
れ
ら
異
民
族
の
特
殊
性
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ら
の
民
族
の
特
性
を
解
明
す
る
一

つ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
漢
民
族
は
六
く
か
ら
そ
れ
ら
呉
氏
族
に
関
す
る
記
録
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
先

ず
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

殺
人
祭
鬼
の
問
題
に
つ
い
て
は
沢
田
瑞
穂
氏
の
研
究
が
あ
っ
て
、
多
く
の
史
料
に
よ
り
こ
の
風
習
の
行
わ
れ
た
地
域
、
犠
牲
者
、
下
手

人
、
殺
人
の
目
的
・
方
法
及
び
そ
の
宗
教
的
な
意
義
等
に
つ
き
詳
し
く
論
ぜ
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
元
、
明
、

清
代
に
関
し
て
も

宋
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て
ハ
河
原
）
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法
政
史
学

第
十
九
号

こ
れ
ま
た
多
数
の
史
料
を
あ
げ
ら
れ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
私
も
漢
民
族
の
南
シ
ナ
へ
の
発
燥
に
つ
き
考
究
を
す
す
め
る
際
に
こ
の
異
常

な
風
習
に
注
怠
を
お
こ
た
ら
な
か
っ
た
が
、
以
上
の
よ
う
な
沢
田
氏
の
詳
細
な
研
究
が
発
…
…
訳
さ
れ
た
の
で
、
も
は
や
私
の
如
き
が
再
び
こ

の
問
題
に
つ
い
て
論
及
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
私
は
南
シ
ナ
異
民
族

解
明
の
た
め
の
研
宛
と
し
て
こ
の
存
習
を
孝
氏
ぶ
し
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
一
応
の
な
凡
を
述
べ
る
こ
と
も
必
要
か
と

感
じ
、
敢
え
て
蛇
川
止
を
加
え
て
み
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
は
南
シ
ナ
呉
氏
族
の
特
殊
性
の
研
究
の
一
つ
で
あ
る
が
、
た
だ
こ

れ
だ
け
に
よ
っ
て
硝
シ
ナ
異
民
族
の
特
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
出
来
れ
ば
南
シ
ナ
異
民
族
の
個
別
的
な
研
究
に
よ
っ

て
今
ま
で
別
か
に
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
今
後
明
か
に
さ
れ
る
幾
多
の
特
殊
性
と
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
市
シ
ナ
異
民
族
の
特
性
を
解
明
す

る
た
め
の
一
材
料
と
な
し
た
い
の
で
あ
る
。

米
代
、
殺
人
祭
鬼
の
奇
習
の
行
わ
れ
た
地
点
あ
る
い
は
地
域
を
先
、
ず
考
察
し
て
見
る
が
、
説
明
の
使
宜
上
か
ら
諸
項
に
分
け
る
。

（
a
）
宋
史
時
太
宗
本
紀
、
潅
照
二
年
間
九
月
乙
未
の
条
に
、

林
一
定
邑
管
殺
人
祭
鬼
及
僧
人
町
妻
筆
。

と
あ
っ
て
、
広
南
西
路
邑
州
す
な
わ
ち
現
在
の
広
西
僅
族
自
治
医
の
南
寧
の
管
制
川
下
の
地
方
で
行
わ
れ
て
い
る
殺
人
祭
鬼
を
禁
止
す
る
命

令
が
出
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
こ
と
は
続
資
治
通
鑑
長
編
時
一
一
同
年
同
月
の
条
に
、

上
覧
芭
管
雑
一
記
。
歎
其
風
俗
主
豆
（
。
乙
未
ω

詔
山
館
市
諸
州
。
民
嫁
要
喪
主
衣
服
制
度
委
所
在
長
吏
。
漸
加
誠
属
伴
導
条
例
。
其
殺
人

祭
鬼
。
病
不
求
欝
。
僧
四
円
安
翠
等
事
。
深
江
化
導

Q

使
之
俊
革
。
無
或
峻
法
以
致
煩
擾
。

と
見
え
、
叉
、
宋
会
要
稿
、
刑
法
二
、
禁
約
、
同
月
二
十
同
日
の
条
に
は

詔
日
嶺
崎
之
外
封
域
札
味
。
若
久
間
於
一
平
風
乃
染
成
於
汚
俗
。
：
：
：
応
邑
容
桂
広
諸
州
納
嫁
喪
葬
衣
服
制
度
井
殺
人
以
祭
兎
病
不
求

欝
薬
及
僧
岡
市
k
h
学
等
事
。
並
委
本
部
長
吏
。
多
方
化
導
漸
以
治
之
。
無
宜
峻
法
以
致
煩
援
。
初
帝
覧
芭
管
記
。
知
其
俗
陥
。
故
下
是
認
。

と
あ
っ
て
、
少
し
く
宋
一
と
は
異
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
後
の
二
つ
の
史
料
に
よ
る
と
、
詔
は
嶺
南
の
邑
・
容
・
桂
・
広
諸
州
に
出
さ
れ

た
こ
と
と
な
っ
て
い
て
、
た
だ
邑
州
の
み
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
太
宗
が
邑
管
雑
記
（
初
日
一端
初
）
を
よ
み
、
そ
の
風
俗
の
君
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異
な
る
の
に
篤
い
て
認
し
た
と
な
う
の
で
あ
る
か
ら
、
山
邑
州
管
下
で
殺
人
祭
鬼
の
風
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
宋
史
木

紀
の
文
に
「
邑
管
殺
人
祭
鬼
一五
々
ー
」
と
あ
る
の
は
そ
の
よ
う
に
解
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
疋
二
、
宋
会
要
稿
、
刊
法
一
一、
紹
興
三
十
竿
十

－
－
月
六
日
の
条
に
、

川
僚
バ
。
白
州
府
下
山
口
市
〈
長
州
ω

ル
仲
間
以
生
口
之
人
。
ー
の
略
H

火
山
。
先
入
以
渓
川
左
紅
一
椛
七
一冗
等
州
。
縞
近
交
世
。
諸
夷
国
所
産

生
金
雑
杏
ル
ボ
砂
等
物
繁
多
υ勿
山
山
山
片
。
平
氏
．
入
蛮
川

u

非
佐
用
為
奴
僻
。
叉
礼
殺
以
祭
屯
ω

比
八
版
売
交
易
。
毎
名
致
有
得
生
金
正
七

川
者
。
以
赴
良
川
氏
杭
一
化
。
川
憐
側
。

と
あ
っ
て
、
白
州
の
た
江
の
七
五
一
手
の
渓
出
に
お
い

て
殺
人
祭
鬼
の
印
刷
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
問
来
お
。
こ
こ
に
左
江
と
あ
る
の

は
羽
布
も
川
名
の
左
江
で
あ
り
父
七
元
州
と
あ
る
の
は
続
汽
治
通
鑑
長
編
時
一
太
平
興
国
二
年
正
月
己
丑
の
条
に
、

出邑
州
一一川
。
広
源
州
蛮
酋
担
紳
俊
民
白川
。
以
偽
決
時
所
目
十
州
許
制
訊
殿
来
献
。
欲
比
七
源
州
内
附
輸
拭
税
。

（

2
） 

と
比
え
る
七
淑
州
で
あ
り
、
叉
、
五
尚
一は
九
域
志

一一
一
、
総
隊
州
、
広
南
の
条
に
見
え
る
左
江
所
属
の
罵
際
州
の

一
つ
で
あ
る
七
源
州
で
あ

る
と
必
わ
れ
る
か
ら
、
自
己
州
官
下
に
て
殺
人
祭
鬼
の
風
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
点
、
り
な
か
ろ
う
。

な
お
、
広
岡
通
志
一
氾
列
伝
一
一
一
土
司
、
宋
の
条
に
、

山ん7
朔
先
生
断
江
余
挑
人
。
川
は
祖
仲
淑
従
秋
青
。
征
供
知
日
向
。
留
知
永
寧
軍
。
遂
家
張
。
崇
山
手
間
帰
化
州
蛮
乱
。
期
募
義
兵
平
之
。
以

州
内
附
。
授
知
州
ぃ
山
付
。
遷
沿
辺
渓
州
安
撫
使
。
夷
俗
阻
悪
。
歳
時
殺
人
祭
鬼
。
時
姻
多
野
合
。
兄
弟
死
一
帆
取
其
妻
。
：
：
：
期
悉
為
禁
草

蛮
俗
一
変
的
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
帰
化
州
と
あ
る
の
は
現
在
の
広
丙
僅
族
口
治
医
の
慶
遠
（
立
山
）
を
州
治
と
し
た
宋
代
の
宜
州
所
属
の
器
廃
州
の
一
つ

（

3
）

（

4
） 

で
あ
る
。
ヰ
朔
及
び
曲
日
祖
仲
淑
の
認
は
既
に
考
察
し
た
如
く
お
そ
ら
く
作
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
帰
化
州
の
地
で
殺
人
祭
鬼
の
風

が
行
わ
れ
て
い
た
と
一
一
は
う
伝
え
は
真
実
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

Q

（
b
）
宋
史
一
指
一
蛮
夷
一
一
四
南
渓
桐
諸
蛮
上
に
、

是
年
（
日
崎
県
↑
一昨rE時
始
時
一
一
明
抗
一
心
）
刑
湖
転
述
使
一一一一日
。
官
州
向
万
通
殺
皮
師
勝
父
子
七
人
。
取
五
蔵
及
首
。
以
肥
魔
鬼
。
朝
廷
以
其
遠
俗
。

令
勿
問
。

と
あ
っ
て
、
刑
湖
路
の
富
州
に
お
い
て
殺
人
祭
鬼
の
風
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、

末
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て
（
河
原
〉

こ
の
寓
州
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
の

Hosei University Repository



法
政
史
学

第
十
九
号

四

す
ぐ
前
に
、
「
叉
以
五
渓
諸
州
統
軍
鶴
州
刺
史
向
通
渋
為
市
州
刺
史
。
従
其
請
也
」
と
あ
る
富
州
で
、
向
通
漢
が
刺
史
で
あ
っ
た
。
叉
、

宋
史
詩
一
蛮
夷
一
に
「
南
江
諸
蛮
。
白
辰
州
子
長
沙
部
防
。
各
有
渓
嗣
。
日
’
叙
H
峡
日
中
勝
目
一克
。
則
釘
氏
居
之
。
日
奨
日
一
錦
日
誌
日

晃
。
則
田
氏
居
之
。
日
寓
日
鶴
白
川
内
服
日
天
賜
日
古
。
則
向
氏
店
之
。
：
：
：
南
江
諸
蛮
般
有
十
六
州
之
地
。
惟
富
峡
叙
僅
有
千
戸
。
余
不

（

6
） 

満
百
」
と
み
え
る
南
江
諸
蛮
十
六
州
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
後
に
鋲
江
楽
と
な
る
地
で
、
湖
南
省
一
日
州
東
方
の
檎
樹
湾
附
近
の
地
で

あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
と
に
か
く
況
州
の
地
で
殺
人
祭
鬼
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

（

C
）
続
資
治
通
鑑
長
編

芝）

景
祐
四
年
五
月
戊
辰
の
条
に
、

澄
州
逃
卒
。
匿
民
家
。
傭
以
白
給
。
一
日
謹
告
。
民
家
事
摩
路
神
。
歳
殺
人
十
二
以
祭
。
州
逮
其
族
三
百
人
。
繋
獄
久
不
決
。
詔
遺

御
史
台
推
直
官
方
借
就
劾
。
倍
令
卒
疏
所
殺
主
名
。
按
験
皆
亡
状
事
。

と
あ
り
、
宋
史

詰
方
借
伝
に
も
ほ
ぼ
同
様
な
記
事
が
あ
っ
て
、
澄
州
の
民
家
で
一
年
に
十
二
人
を
殺
し
て
摩
舵
神
な
る
も
の
を
祭
っ

た

と
言
う
訴
え
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
無
実
で
あ
っ
た
と
一一－一同
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
に
か
く
、
神
の
名
前
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
叉
、
一
族
の
も
の
が
三
百
人
も
調
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
澄
州
の
地
に
殺
人
祭
鬼
の
風
が
あ
っ

た
と
推
測
し
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
え
る
。
一
方
、
宋
史

芝

唐
介
伝
に
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
話
が
次
の
如
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
〔
唐

介
〕
為
武
陵
尉
調
平
江
令
。
民
李
氏
賞
而
苔
。
吏
有
求
不
厭
。
謹
為
殺
人
祭
鬼
。
岳
守
捕
其
家
。
無
少
長
楚
掠
。
不
肯
一
本
。
更
属
介
訊

之
。
無
他
験
。
守
怒
白
子
朝
。
造
御
史
方
借
従
獄
別
鞠
之
。
立
ハ
究
血
（
介
同
。
守
以
下
得
昇
。
倍
受
賞
。
介
未
嘗
臼
一
一
日
」
と
あ
る
の
が
そ
れ

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
と
忠
わ
れ
る
三
朝
名
民
一一一一川
行
録
五
之
二
、
参
政
唐
質
粛
公
即
ち
賠
介
の
伝
に
は
劉
忠
粛
公
撰
の
神
道
碑

を
引
い
て
、

公
為
岳
州
一
肌
江
令
。
州
民
李
氏
以
一
品
質
為
上
ド
所
漁
挺

Q

円
以
才
不
版
。
困
台
立
ハ
一
阿
鬼
川
人
。
守
点
撃
断
則
逮
繋
其
山
本
百
日
。
極
獄
之

惨
情
。
不
得
奏
。
専
以
属
公
。
公
致
問
。
突
非
殺
人
汗
。
守
叉
恋
〈
以
為
未
は
。
河
川
泣
御
史
方
倍
。
移
劾
温
州
。
卒
用
公
所
内
六
獄
不
能

変
。
吏
皆
坐
罪
去
。
借
以
活
死
者
得
官
。
公
終
不
山
一一パ
也
。

と
あ
る
。
宋
史
の
府
介
伝
で
は
彼
を
千
江
県
令
と
し
、
こ

こ
で
は
沈
江
県
令
と
し
て
い
て
異
る
が
、
一千
江
県
も
涜
江
県
も
共
に
岳
州
の
属

県
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
平
江
県
か
玩
江
県
か
を
決
定
す
る
必
認
は
な
い
が
、
方
借
が
泣
州
に
お
い
て
調
査
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
み
る
と
、

澄
州
に
よ
り
近
い
況
江
県
令
の
方
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
し
、
史
料
の
上
か
ら
い
っ
て
も
神
道
碑
の
方
に
よ
る
べ
き
で
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あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
沈
江
県
は
後
、
南
宋
に
な
っ
て
鼎
州
す
な
わ
ち
武
陵
郡
の
属
県
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
認
一
一一一
同
で
あ
っ
た
と
は
一
一
一一同

え
、
以
上
の
伝
え
に
よ
っ
て
、
岳
州
、
山
州
の
地
に
殺
人
祭
鬼
の
凪
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
と
瓜
わ
れ
る
。
な
お
、
さ
き
に
凡

た
澄
州
逃
卒
に
関
す
る
話
と
後
の
岳
州
の
話
と
は
共
に
方
借
が
関
係
し
、
ま
た
一政
一一一一
目
だ
っ

た
と
一一一
日
う
点
で
よ
く
似
て
い
る
の
で
同
一
の
事

件
を
っ
た
え
た
も
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
と
に
か
く
こ
の
伝
え
に
よ
っ
て
洞
庭
湖
の
沿
岸
地
方
で
殺
人
祭
鬼
の
風
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。

（

d
）
宋
史
時
五
郷
回
伝
に
、

調
松
滋
令
。
荊
河
俗
用
人
祭
鬼
。
回
的
治
甚
厳
。
其
風
遂
革。

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
江
陵
府
の
属
県
で
あ
る
松
滋
県
に
て
殺
人
祭
鬼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

F
e
）
宋
会
要
刑
法
二
禁
約
の
条
に
、

淳
化
一冗
年
八
月
二
十
七
日
。
峡
州
長
楊
県
民
向
砕
与
兄
向
収
。
共
受
宮
人
鉄
十
貫
。
停
之
採
生
。
巴
峡
之
俗
。
殺
人
為
犠
牲
以
肥

鬼
。
以
銭
募
人
求
之
。
調
之
採
牲
。
一
昨
与
其
兄
謀
殺
県
民
李
祈
女
。
割
鼓
耳
鼻
断
支
節
。
以
与
富
人
。
為
郷
民
所
ム
口
抵
罪
。

と
あ
っ
て
、
峡
州
長
楊
県
に
お
い
て
殺
人
祭
鬼
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
が
、
こ
の
長
楊
県
は
湖
北
省
の
長
陽
県
の
地
で
あ
る
。
叉
、

同
書
刑
法
ニ
禁
約
の
条
に
、
「
成
平
元
年
十
月
二
十
八
日
。
禁
峡
州
民
殺
人
祭
鬼
」
と
あ
る
。
さ
き
に
富
州
を
考
祭
し
た
と
き
に
見
た
如

く
、
富
州
と
共
に
十
六
州
の
一
と
し
て
同
じ
く
峡
州
と
言
う
の
が
あ
る
が
成
平
元
年
頃
ま
で
は
ま
だ
宋
の
勢
力
は
南
江
蛮
に
ま
で
は
及
ん

で
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
朕
州
は
夷
陵
即
ち
今
の
宣
品
を
治
所
と
し
て
、
前
掲
の
長
楊
の
ほ
か
宣
都
、
速
安
の
諸
県
を
有
す
る
地

を
さ
す
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

（

f
）
続
資
治
通
鑑
長
編
胤
一一一
回
一
寧
十
年
四
月
奨
卯
の
条
に

上
批
李
舜
挙
面
奏
。
挑
児
捕
獲
賀
富
殺
人
祭
鬼
証
左
甚
明
。
揮
州
推
治
滅
裂
。
全
出
其
罪
。
宜
下
朱
初
平
取
案
脂
看
詳
。
別
選
官
劾

之
。
既
而
初
平
再
劾
所
獲
戸
。
乃
阿
部
之
夫
劉
文
。
非
賀
富
殺
人
也
。
乃
止
。

と
あ
る
が
、
殺
人
祭
鬼
の
犯
人
を
調
停
州
に
て
推
治
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
湾
州
す
な
わ
ち
長
沙
の
地
か
あ
る
い
は
そ
の
属
県
の
地
で

殺
人
祭
鬼
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（

g
）
北
宋
時
代
の
著
で
あ
る
墨
客
揮
犀
坊

に

宋
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て
（
河
原
）

A 
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法
政
史
学

第
十
九
号

_,__ ノ、

有
儒
生
行
榔
連
道
中
。
日
将
暮
。
過
耕
者
。
問
秀
才
欲
何
往
。
生
告
之
故
。
耕
者
日
。
前
有
猛
獣
為
暴
。
不
宜
夜
行
。
此
村
下
有
民

居
。
可
以
託
宿
。
生
信
之
趨
而
進
。
始
入
一
荒
淫
詰
屈
。
行
者
甚
少
。
忽
見
高
門
大
第
。
主
人
出
見
客
甚
喜

Q

延
入
一
室
。
供
帳
赫

然
。
肴
銀
豊
美
。
既
タ
有
婦
人
出
問
生
。
所
関
其
色
甚
如
。
生
戯
三
一一一日
挑
之
。
欣
然
而
就
。
生
由
留
連
数
日
。
婦
人
亦
比
夜
而
至
。

情
意
歎
呪
。
乃
私
謂
生
日
。
是
家
将
謀
殺
子
以
祭
鬼
。
宜
早
自
為
計
。
我
亦
良
家
子
。
為
其
所
却
至
此
。
所
以
遺
妾
侍
君
者
。
欲
以

綴
君
留
耳
。
生
聞
大
骸
。
乃
夜
穴
壁
与
婦
人
同
出
。
比
明
行
四
十
旦
。
投
近
県
。
県
道
吏
卒
捕
之
。
尽
得
姦
状
。
前
後
被
殺
者
数
十

人
。
前
所
見
指
途
耕
者
亦
其
党
也
。
於
是
一
家
尽
抵
廠
法
。

と
あ
る
物
語
り
に

つ
い
て
、
沢
田
氏
は
前
掲
の
論
文
で
、
「
こ
の
話
も
多
少
潤
色
さ
れ
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
さ
れ
ば
と
て
、
話
の

根
基
に
な
っ
た
殺
人
祭
鬼
の
風
習
そ
の
も
の
ま
で
、
全
く
虚
妄
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
L

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
説
の
通
り
で
あ

る
と
私
も
考
え
る
。
従
っ
て
、
こ
の
話
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
榔
州
、
連
州
の
地
域
す
な
わ
ち
湖
南
省
の
南
部
と
そ
れ
と
接
す
る
広
東
省

の
地
域
に
殺
人
祭
鬼
の
風
習
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
h
）
宋
会
要
、
刑
法
一一に
、

（
嘉
泰
二
年
〕
十
二
月
九
日
。
権
知
万
州
越
師
作
一一一一日
。
峡
路
民
居
険
遠
。
素
習
夷
風
。
易
惑
以
許
。
易
煽
以
悪
。
致
使
淫
亙
得
控
築

鼓
。
凡
遇
疾
病
。

不
事
医
楽
。
聴
命
於
座
。
決
卜
求
神
。
殺
牲
為
祭
。
虚
費
家
財
無
益
。
病
人
錐
或
抵
死
。
猶
謂
事
神
之
未
至
故
。

凡
得
疾
十
死
八
九
。
叉
其
俗
以
不
道
。
千
戸
川
町
諸
昏
淫
之
鬼
ω

往
往
川
人
。
使
党
作
福
。
流
為
残
忍
。
不
可
備
一一一一日
。
乞
行
下
木
路
先

禁
師
亙
。
伸
之
改
業

0

・

と
み
え
る
。
峡
路
す
な
わ
ち
褒
州
路
に
お
い
て
殺
人
祭
鬼
の
風
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
路
に
所
属
す
る
万
州
の
権
知
越
師
作
が
報

告
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
力
州
を
は
じ
め
と
し
て
こ
の
地
域
に
そ
の
風
習
が
あ
っ
た

F

」
と
は
誤
り
な
か
ろ
う
。
更
に
、
建
炎
以
来
繋

年
要
録
鴎
「
紹
興
十
二
年
五
月
己
未
の
一
条
に
も
、

一一一一
日
者
論
褒
路
有
殺
人
祭
鬼
之
事
。
乞
厳
禁
之
。

と
あ
る
に
よ
り
、
褒
州
路
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
四
川
省
東
南
部
の
揚
子
江
流
域
の
地
に

殺
人
祭
鬼
の
風
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（・
1
）
建
炎
以
来
繋
年
要
録
一
炉
紹
輿
十
九
年
二
月
丁
丑
の
条
に
、
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左
朝
請
大
夫
童
邦
直
知
峡
州
還
一一一一
日。
湖
北
渓
桐
蹴
造
語
毒
。
以
害
往
来
之
人
。
叉
夷
人
以
人
質
鬼
。
安
・
復
・
剤
門
・
鼎
・
豊
（
澄
〉

独
行
之
人
。
或
隈
此
禍
。
望
令
巡
尉
党
察
。

と
あ
る
が
、
同
じ
こ
と
を
簡
略
に
つ
た
え
た
宋
史
博
一一
一
本
紀
の
同
年
同
月
の
条
に
は

丁
丑
禁
湖
北
渓
桐
用
人
祭
鬼
及
造
墨
毒
。
犯
者
保
甲
悶
坐
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
（

e
）
の
項
で
す
で
に
見
た
刑
湖
北
路
の
峡
州
か
ら
還
っ
た
童
邦
直
の
一
一
一

a

日
に
よ
っ
て
、
安
州
（
安
陸
の
地
）
、
復
州

（
河
陽
の
地
）
、
刑
門
軍
（
当
陽
の
地
）

及
び
、
こ
れ
ま
た
す
で
に
（
C

）
項
の
中
で
み
た
鼎
州
・
澄
州
の
地
方
で
殺
人
祭
鬼
の
風
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
地
は
す
べ
て
剤
湖
北
路
に
属
す
る
州
、

軍
で
あ
る
。

（j
）
宋
会
要
、
刑
法

一一
、
慶
一万
四
年
五
月
六
日
の
条
に
、

巨僚一一一
一日
。
楚
俗
淫
桐
其
来
尚
失
。
惟
是
枝
人
以
費
鬼
。
不
宜
有
閑
於
聖
世
。
俗
尚
師
京
一
。
能
以
禍
福
証
兆
。
築
鼓
愚
氏
。
歳
有
輸
於

公
日
師
亙
銭
。
白
調
有
籍
於
官
。
官
利
其

一
孔
之
入
。
於
是
縦
其
所
為
。
無
復
誰
何。

浸
淫
妖
幻
詑
厭
益
広
。
遂
至
用
人
以
祭
。
過

閏
歳
。
此
風
猶
織
。
乞
告
戒
湖
北
一
路
監
可
帥
守
。
先
厳
官
吏
収
納
師
亙
銭
之
禁
。
・
：

と
あ
っ
て
、
荊
湖
北
路
に
お
い
て
、
特
に
閏
年
の
時
に
は
殺
人
祭
鬼
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
叉
、
夷
堅
志
、
一
ニ

壬
の
巻
四
、
湖
北
稜
時
鬼
の
条
に
、
「
殺
人
祭
肥
之
姦
。
湖
北
最
甚
」
と
あ
っ
て
剤
湖
北
路
で
甚
だ
し
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
荊

湖
南
路
に
つ
い
て
は
続
資
治
通
鑑
長
編
玲
七
大
中
祥
符
三
年
二
月
乙
巳
の
条
に
、

禁
剤
南
界
殺
人
祭
稜
騰
邪
神
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
そ
の
風
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
叉
、
前
の
（

g
）
で
か
か
げ
た
墨
客
揮
犀
の
文

の
前
に
「
湖
南
之
俗
。
好
事
妖
神
殺
人
以
祭
之
」
と
あ
っ
て
、
話
が
始
ま
っ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
k
）
建
炎
以
来
繋
年
要
録
柑
一
一
一
紹
興
二
十
一
年
間
四
月
丙
成
の
条
（
時
岳
民
ハ
川
崎
紅
、
）
に
、

右
朝
奉
大
夫
伝
寧
知
一
江
州
還
一
一
一一日
。
湖
南
北
之
俗
。
遇
閏
歳
則
盗
殺
小
児
。
以
祭
淫
洞
。
調
之
採
生
。

と
あ
っ
て
、
荊
湖
北
路
の
知
一抗
州
で
あ
っ
た
伝
寧
の
言
と
し
て
、
剤
湖
南
北
両
路
で
関
歳
に
小
児
を
殺
し
て
淫
桐
の
風
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
叉
、
宋
会
要
、
刑
法
ニ
の
隆
興
二
年
正
月
十
日
の
条
に
、

知
浬
州
苦
（
祖
舜
一一－一
目
。
向
精
見
湖
南
北
多
有
殺
人
祭
鬼
者
。
耳
日
玩
習
遂
成
風
俗
。

宋
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て
（
河
原
）

・七
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政
史
学

第
十
九
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八

と
あ
る
。
刑
湖
南
路
の
知
漕
州
で
あ
る
寅
祖
舜
な
る
者
の
報
告
に
よ
る
と
、
刑
湖
南
北
両
路
で
は
殺
人
祭
鬼
が
多
く
行
わ
れ
て
、
そ
れ
が

耳
目
に
な
れ
て
風
俗
と
な
っ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
更
に
、
続
資
治
通
鑑
長
編
さ
）
天
翌
九
年
四
月
壬
子
の
条
に
、

詔
如
聞
刑
湖
殺
人
以
祭
鬼
。
臼
今
首
謀
若
加
功
者
。
凌
遅
斬
之
。
募
抗
日
者
悉
回
寸
以
罪
人
家
賃
。
．

と
あ
る
が
、
こ
の
剤
湖
も
お
そ
ら
く
南
・
北
の
両
路
を
さ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
宋
会
裏
、
刑
法

二
、
淳
照
十
二
年
三
月
二
十
五
日

の
条
に
は
、

前
発
遣
箔
州
超
謡
呈
一
日
。
湖
外
風
俗
用
人
祭
鬼
。
毎
以
小
児
婦
女
。
生
別
眼
目
哉
耳
鼻
。
：
：
：
蓋
縁
販
生
口
之
人
。
倫
鶏
小
児
婦
女
。

販
入
湖
之
南
北
。
ム
員
取
厚
利
。

と
あ
っ
て
、
剤
湖
南
北
両
路
で
行
わ
れ
る
殺
人
祭
鬼
の
た
め
、
刑
湖
北
路
に
接
す
る
江
南
西
路
の
地
か
ら
犠
牲
用
の
小
児
婦
女
が
う
り
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

ハ
l
）

〈

e
）
の
と
こ
ろ
で
掲
げ
た
宋
会
要
、
刑
法
二
の
淳
化
二
年
八
月
二
十
七
日
の
条
、
す
な
わ
ち
峡
州
長
楊
県
民
の
向
砕
と
そ
の

兄
の
向
収
が
採
生
を
行
っ
た
と
一
一
一
日
う
記
事
の
つ
づ
き
に
、

著
作
郎
羅
庭
約
奉
使
出
峡
州

Q

適
見
其
事
。
抗
疏
以
問
。
因
下
記
叙
南
東
西
川
峡
路
・
荊
湖
・
嶺
南
等
庭
管
内
州
県
。
戒
吏
謹
捕

之
。
犯
者
論
死
。
募
告
者
以
其
家
財
界
之
。
．

と
あ
っ
て
、
叙
南
・
東
西
川
峡
路
、
剤
湖
両
路
及
び
広
南
両
路
の
各
管
内
の
州
県
に
対
し
て
、
殺
人
祭
鬼
を
厳
重
に
取
り
締
る
よ
う
詔
が

下
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
な
お
、
建
炎
以
来
繋
年
要
録
詳
紹
興
二
十
三
年
七
月
戊
中
の
条
に
よ
る
と
、

将
作
監
主
簿
孫
蕎
祖
国
対
論
。
湖
・
広
・
褒
峡
多
殺
人
而
祭
鬼
。
近
叉
復
行
於
他
路
。
断
路
有
殺
人
而
祭
海
神
。
川
路
有
殺
人
而
祭

塩
井
者
。

と
あ
っ
て
、
荊
湖
路
、
広
南
路
及
び
憂
州
路
に
お
い
て
殺
人
祭
鬼
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
風
が
四
川
の
西

部
や
淵
江
地
方
に
も
は
や
り
出
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
場
合
は
海
神
や
塩
井
を
祭
る
と
ニ一一
口
う
の
で
あ
る
か
ら
、
少

し
く
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
、
や
は
り
荊
湖
路
、
広
南
路
、
憂
州
路
の
地
域
が
殺
人
祭
鬼
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
宋
会
要
、
刑
法
こ
の
嘉
泰
元
年
九
月
十
九
円
の
条
に
、

臣
僚
一…一一日
。
民
昨
試
郡
呉
輿
首
問
獄
図
。
日
首
年
正
月
至
月
終
。
境
由
己
殺
四
十
九
人
。
而
隣
旦
掩
蓋
不
以
聞
者
不
預
。
臣
甚
骸
之
。
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力
詞
其
故
。
皆
一
淫
嗣
訂
以
啓
之
。
所
謂
淫
一
両
者
始
困
愚
民
無
知
。
以
謂
殺
人
而
死
。
可
得
為
神
。
其
家
父
子
兄
弟
与
夫
郷
党
隣
旦
叉

摘
仲
間
宮
之
擾
。：・

と
あ

っ
て
、
斯
江
に
お
い
て
、

人
を
殺
し
て
山
ら
死
す
れ
ば
神
と
な
る
と一
一一一日う淫
耐
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
が
、
こ
れ
も

亦、

海
神
を
ま
つ
る
の

と
同
じ
よ
う
に
、
剤
湖
路
等
の
殺
人
祭
鬼
と
は
少
し
く
具
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
m
）
宋
会
裂
、
刑
法
二
、
康
定
一五
年
十

一
月
四
日
の
条
に
、

知
万
州
馬
元
額
一
一一一同。
乞
下
川
隊
（
峡
）
広
市

・
福
建

・
刑
湖
・
江
准

Q

禁
民
主
川
蛇
誌
能
楽
・
殺
人
祭
妖
神
。
：
・

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
蛇
毒
掻
薬
を
音
え
る

こ
と
と
殺
人
祭
鬼
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
蛇
毒
轟
薬
に
よ
っ
て
人
を
殺
し
妖
神
を

ま
つ
る
と
の
意
に
と
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
既
に
（
i
）
の
項
で
掲
げ
た
建
炎
以
来
繋
年
要
録
時
か
に
、

「
左
朝
請
大
夫
童
邦
直
知
峡
州

還
。
一一＝口湖
北
渓
桐
雌
造
轟
毒
。

以
害
往
来
之
人
。
叉
英
人
以
人
質
鬼
・
・
：
」
と
あ
り
、
叉
、
こ
れ
を
宋
史
本
紀
で
は
既
に
見
た
如
く
、

「
禁
湖
北
渓
洲
用
人
祭
鬼
及
造
量
毒
。
犯
者
保
甲
同
坐
」
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
別
々
の
項
目
と
し
て
並
べ
て
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
両
者
の
間
に
関
連
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
宋
史
諸
相
高
賦
伝
に
、

知
衛
州
。
俗
尚
亙
鬼
。
民
毛
氏
柴
氏
二
十
飴
家
。
世
蓄
車
毒
。
値
閏
歳
。
害
人
尤
多
。
与
人
念
争
轍
毒
之
。
賦
悉
川
治
伏
車
。
車
息

遂
絶
。

と
あ
る
よ
う
に
、
間
歳
の
時
に
墨
毒
に
よ
る
殺
人
が
多
い
と
一
百
う
が
、
既
に
比
た
如
く
、
宋
会
要
、
刑
法
一
一
に
「
遂
至
用
人
以
祭
。
遇
閏

歳
此
風
猶
蛾
」
と
あ
り
、
建
炎
以
来
繋
年
要
録
堵
一
一
一
に
「
湖
南
北
之
俗
。

過
間
歳
則
盗
殺
小
児
。
以
祭
淫
制
。
調
之
採
生
」
と
あ
り
、
殺

人
祭
鬼
も
亦
、
閏
歳
に
行
わ
れ
て
い
る
点
、
叉
、
そ
れ
が
同
じ
地
方
で
行
わ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
、
煩
雑
を
い
と
わ
ず
殺
人
祭
鬼
の
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
地
点
あ
る
い
は
地
域
を
考
察
し
て
来
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
特

に
剤
湖
南
北
両
路
に
著
し
く
、

一更に

こ
の
両
路
と
接
す
る
四
川
省
の
東
南
部
で
揚
子
江
流
域
の
地
及
び
広
南
東
西
両
路
の
地
に
及
ん
で
い

た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
か
で
あ
ろ
う
。

宋
代
の
刑
湖
路
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
殺
人
祭
鬼
の
奇
習
が
ど
の
よ
う
な
民
族
の
風
習
で
あ
っ
た
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
既

宋
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て
（
河
原
）

九
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一O

に
、
沢
田
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
殺
人
祭
鬼
の
風
習
が
、
巴
筒
刑
楚
に
住
む
漢
民
族
固
有
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
先
住
異
民
族

l
l苗
・
洛
・
猿
な
ど
今

日
の
い
わ
ゆ
る
少
数
民
族
1

1
の
蛮
風
夷
俗
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
本
来
は
夷
俗
で
あ
っ
た
の
が
漢
民
族
の
問
に
も
浸
潤
し
た
の

か
ど
う
か
、
こ
の
点
は
民
族
学
的
に
は
最
も
肝
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
掲
の
諸
資
料
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
明
確
に
は
語

っ
て
い
な
い
」

と
前
提
さ
れ
、
つ
＋
つ
け
て
、

「
婦
女
小
児
を
渓
洞
の
夷
人
に
売
っ
て
祭
鬼
の
犠
牲
に
供
す
る
と
い
う
記
事
や
、
峡
路
の
民
は
夷
風
に
習
い
云
々
の
こ
と
ば
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
は
漢
民
族
以
外
の
夷
風
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
解
せ
ら
れ
る
が
、
他
の
大
部
分
の
記
録
は
単
に
事
件
発
生
の
地
域
を
示
す
だ

け
で
、
蛮
夷
の
風
習
で
あ
る
と
は
明
一一一目
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
②
淳
化
元
年
の
例
に
あ
る
下
手
人
向
昨
・
向
収
の
兄
弟
の
ご
と

き
、
姓
名
か
ら
み
て
通
常
の
漢
人
と
考
え
て
差
支
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
し
「
化
外
の
民
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
異
民
族
の
風
習
な
ら

ば
、
詔
令
の
文
章
に
も
相
応
の
劃
酌
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
」

と
述
べ
ら
れ
、
こ
の
風
習
が
異
民
族
の
も
の
で
は
な
く
、
漢
人
の
も
の
と
考
え
て
差
支
な
い
よ
う
で
あ
る
と
な
し
て
お
ら
れ
る
。

さ
て
、
（

a
）
の
と
こ
ろ
で
掲
げ
た
宋
会
要
、
刑
法
二
禁
令
、
紹
興
三
十
年
十
二
月
六
日
の
条
で
見
た
如
く
、
芭
州
の
左
江
の
セ
源
州

等
の
渓
洞
に
お
い
て
殺
人
祭
鬼
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
桂
海
虞
衡
志
蛮
の
条
に
、

僕
氏
。
謂
安
平
・
武
勅
・
忠
（
忠
）
浪
・
七
源
問
州
皆
健
姓
。

と
あ
る
如
く
、
こ
の
七
源
州
は
宋
の
仁
宗
の
時
に
大
乱
を
起
し
た
広
源
州
蛮
の
健
知
円
高
と
問
族
の
儀
氏
の
地
で
あ
り
、
邑
州
の
管
轄
下
の

左
江
一
帯
は
そ
れ
ら
渓
洞
蛮
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
太
宗
が
邑
管
雑
記
を
よ
ん
で
そ
の
風
俗
の
荘
異
な
の
に
縫
い
た
と
一一日
う
の

は
そ
れ
が
蛮
夷
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
又
、
夷
俗
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
法
を
あ
ま
り
厳
格
に
や
り
す
ぎ
て
煩
擾
を
行
さ

な
い
よ
う
に
せ
よ
と
注
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
（

a
〉
で
掲
げ
た
広
間
通
志
’
堵
店
、
列
伝
計
土
司
、
宋
の
条
に
も
「
夷
俗
阻
悪
。

歳
時
殺
人
祭
鬼
」
と
あ
っ
て
そ
れ
が
夷
俗
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
（
b
）
で
み
た
如
く
、
宮
州
に
お
け
る
殺
人
祭
鬼
は
渓
嗣
蛮
の
一
つ
で
あ
る
南
江
諸
蛮
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
報
告
に

対
し
て
「
朝
廷
以
其
遠
俗
。
令
勿
問
」
と
あ
っ
て
、
遠
俗
で
問
う
こ
と
が
な
か
っ
た
と
言
う
が
、
こ
れ
が
蛮
夷
の
風
習
で
あ
っ
た
か
ら
で
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あ
ろ
う
。
な
お
、
宋
会
要
、
蛮
夷
五
南
蛮
、
天
一一
幅
二
年
六
月
十
三
日
の
条
に
、
「
初
本
路
以
富
州
本
是
蛮
界
。
不
可
建
置
郡
県
及
以
吏
部

統
轄
。
為
請
。
：
：
：
」
と
あ
る
故
、
富
州
が
蛮
界
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

叉
、
沢
田
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
〈
h
）
で
み
た
如
く
、
「
峡
路
氏
居
険
速
。
素
習
夷
風
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
蛮
夷
の
風
習
で

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

更
に
、
（
i
）
の
と
こ
ろ
で
掲
げ
た
建
炎
以
来
繋
年
要
録
に
は
「
湖
北
渓
嗣
醜
造
盛
毒
。
以
害
往
来
之
人
。
叉
夷
人
以
人
質
鬼
：
：
：
」

と
あ
っ
て
荊
湖
北
路
の
渓
洞
の
夷
人
が
殺
人
祭
鬼
を
行
っ
た
こ
と
を
示
し
、
宋
史
は
そ
れ
を
「
湖
北
渓
洞
用
人
祭
鬼
：
：
：
」
と
簡
略
に
説

明
し
た
わ
け
で
あ
る
。

以
上
み
た
左
こ
ろ
渓
洞
蛮
夷
に
殺
人
祭
鬼
の
風
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
宋
代
、
荊
湖
南
北
両
路
の
地
が
渓
洞
蛮
の
住
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
宋
史
議
蛮
夷
一
、
及
び
二
・
三
、
同
書
の
地
理
志
、
荊
湖

の
条
に
よ
っ
て
も
十
分
に
判
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
続
資
治
通
鑑
長
編
、
元
豊
九
域
志
地
荊
湖
路
な
ど
に
よ
っ
て
考
え
て

み
る
に
、
そ
れ
ら
の
蛮
は
居
住
地
に
よ
っ
て
栴
山
洞
窟
、
北
江
蛮
、
南
江
蛮
、
誠
徽
州
蛮
及
び
桂
陽
蛮
等
の
い
く
つ
か
の
名
称
に
分
か
れ

て
い
た
。

梅
山
桐
蛮
。
洞
庭
湖
に
注
ぐ
資
水
の
中
流
域
の
新
化
及
び
安
化
を
中
心
と
し
て
、
東
は
長
沙
、
南
は
郁
陽
、
西
は
況
陵
、
北
は
益
陽
に

及
ぶ
範
囲
に
勢
力
を
伸
し
て
い
て
蘇
氏
が
そ
の
曾
長
で
あ
っ
た
。

北
江
蛮
。
同
じ
く
洞
庭
湖
に
注
ぐ
況
江
の

一
支
流
で
あ
る
酉
水
流
域
に
割
拠
し
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
勢
力
は
四
川
省
の
斡
江
、
湖
北

の
恩
施
ま
で
及
び
、
彰
氏
が
最
大
の
曾
長
と
し
て
勢
力
を
占
め
て
い
た
。

南
江
蛮
。
一
侃
江
の
中
流
域
一
帯
に
ほ
住
し
て
い
た
が
、
田
氏
、
向
氏
、
及
び
釘
氏
が
夫
々
酋
長
と
し
て
勢
力
を
振
い
、
各
氏
の
割
拠
地

は
大
体
、
田
氏
が
宣
江
県
を
中
心
と
し
て
そ
の
上
流
の
晃
ま
で
、
向
氏
は
田
氏
の
地
域
よ
り
下
流
域
に
あ
る
野
陽
か
ら
安
江
に
か
け
て
の

地
域
に
夫
々
居
住
し
、
最
後
に
釘
氏
は
安
江
よ
り
郁
陽
に
か
け
て
勢
力
を
占
め
て
い
た
。

誠
徽
州
蛮
。
一
侃
江
と
流
の
渠
水
全
流
域
に
一旦
っ
て
居
住
し
、
東
方
は
資
水
上
流
の
武
岡
県
に
及
び
、
南
方
は
遠
く
広
西
省
の
融
県
と
連

結
し
て
い
た
。
そ
の
酋
長
は
楊
氏
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
況
江
及
び
資
水
の
流
域
の
諸
蛮
で
あ
る
が
湘
水
流
域
で
は
、
そ
の
ヒ
流
域
に
桂
陽
蛮
が
皆
た
。

米
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て
（
河
原

J
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桂
陽
蛮
。
衡
陽
県
、
零
陵
県
、
道
県
及
び
桂
陽
県
に
か
こ
ま
れ
た
地
域
に
居
り
、

を
伸
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

次
に
広
南
西
路
す
な
わ
ち
広
西
省
に
お
い
て
は
、
北
部
の
雨
丹
県
を
中
心
と
し
て
南
丹
州
蛮
が
お
り
、
莫
氏
が
そ
の
酋
長
で
あ
っ
た
。

そ
の
東
方
の
宜
北
県
を
中
心
と
し
て
撫
水
州
蛮
す
な
わ
ち
安
化
州
蛮
が
居
て
蒙
氏
が
そ
の
合
長
、
叉
、
思
思
県
を
中
心
と
し
て
環
州
蛮
が

い
て
区
氏
が
そ
の
曾
長
と
し
て
各
々
割
拠
し
て
い
た
。
叉
、
南
寧
を
中
心
と
し
て
貰
氏
が
左
右
流
域
に
勢
力
を
有
し
て
い
た
が
、
左
江
上

流
域
に
は
広
源
州
蛮
の
儀
氏
が
居
た
。

こ
の
よ
う
に
荊
湖
南
北
路
を
中
心
と
し
て
そ
の
周
辺
の
地
に
渓
嗣
蛮
が
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
地
域
は
さ
き
に
見
た（

a
）

か
ら
（
l
）
ま
で
の
、
殺
人
祭
鬼
の
行
わ
れ
た
と
一
一
一
口
う
地
域
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
殺
人
祭
鬼
が
渓
嗣

蛮
夷
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
一一口
う
伝
え
を
更
に
確
実
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
次
に
、
沢
田
氏
が
そ
の
②
の
条
す
な
わ
ち
、
宋
会
要
刑
法
二
、

淳
化
元
年
八
月
二
十
七
日
の
条
、

峡
州
長
楊
県
民
向
一
昨
与
兄
向
収
共
受
託
人
銭
十
貫
。
伸
之
採
生
云
々
。

に
よ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
下
手
人
の
向
酢
、
向
収
の
兄
弟
は
そ
の
姓
名
か
ら
み
て
通
常
の
漢
人
で
あ
る
と
考
え
て
差
支
え
な
い
よ
う
で
あ

る
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
既
に
み
た
如
く
、
宋
史
諸
蛮
夷
一
の
条
に
、
「
荊
湖
転
運
使
一
一
一口
。
富
州
向
万
通
殺
皮

師
勝
父
子
七
人
。
取
五
蔵
及
首
以
杷
魔
鬼
。
朝
廷
以
其
遠
俗
令
勿
問
」
と
あ
る
ご
と
く
、
こ
こ
で
も
下
手
人
と
し
て
向
万
通
な
る
者
が
出

て
来
る
。
こ
の
富
州
が
南
江
蛮
の
十
六
州
の
一
で
、
わ
ず
か
千
戸
に
す
ぎ
ず
、
向
氏
が
そ
の
酋
長
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
如
く

で
、
酋
長
の
名
と
し
て
向
通
漢
、
向
光
普
、
向
、氷
畳
等
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
南
江
蛮
の
曾
に
田
氏
、
釘
氏
が
あ
り
、
他
の
蛮
に

楊
氏
が
い
た
こ
と
は
既
に
見
た
如
く
で
あ
る
故
、
た
だ
姓
名
の
上
か
ら
向
件
、
向
収
を
も
っ
て
漠
人
ら
し
い
と
す
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か

問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
附
一一目
し
て
お
く
が
、
宮
州
内
長
の
向
通
漢
に
つ
い
て
、
宋
会
要
蛮
夷
豆
、
南
蛮
、
天
轄
二

年
七
月
の
条
に
、

〔
向
〕
通
漢
本
青
州
人
。

唐
信
宗
朝
隔
在
渓
明
。
因
母
疾
不
茄
輩
。
治
今
三
十
年
。
一一一一同
語
与
中
華
無
異
。

と
伝
え
て
い
て
、
彼
が
青
州
の
人
で
あ
る
と
一
一
一
口
っ
て
い
る
が
、
蛮
曾
が
漢
人
出
白
の
如
く
称
す
る
の
は
常
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
既
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

背
州
云
々
も
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
も
唐
の
信
宗
（
∞
芯
1
∞∞∞〉

一
時
、
広
西
省
の
述
県
や
広
田
省
の
賀
県
ま
で
勢
力
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の
時
か
ら
天
橋
二
年

2
2
8
ま
で
の
包
’
月
を
考
え
て
み
れ
ば
そ
の
作
為
の
跡
は
明
か
で
、
向
通
漢
が
渓
嗣
蛮
な
る

こ
と
は
申
す
ま
で
も

あ
る
ま
い
。

そ
れ
は
と
に
か
く
、
峡
州
長
楊
県
民
の
下
手
人
で
あ
る
向
件
、
向
収
は
そ
の
姓
名
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
明
か
に
県
民
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
も
し
こ
れ
が
漢
人
で
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
者
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
次
に
考
察
を
加
え
て
み
る
。

四

桂
海
虞
衡
志
（
紋
峨
一
盟
問
鴻
店一
一ト
V
域
州
の
）
に
、

蛮
去
省
地
遠
。
不
供
賦
役
者
名
生
禁
。
耕
作
省
地
。
供
賦
役
者
名
熟
契

Q

各
以
所
遁
分
隷
悶
郡
。
：
：
：
熟
禁
能
漢
語
。

塩
市
。
日
晩
鳴
角
。
結
隊
以
帰
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
嶺
外
代
答
北
海
外
雰
蛮
の
条
に
は
、

家
人
半
能
漢
語
。
十
百
為
群
。
変
服
入
州
県
坊
市
。
人
支
排
正
↑
向
。
日
将
晩
。
或
吹
牛
角
為
声
。
則
紛
紛
緊
曾
。
結
隊
而
帰
。
始
知
其

為
禁
也
。

（
臼
〉

と
あ
っ
て
、
更
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
前
の
史
料
に
出
て
い
る
省
地
と
は
漢
地
、
王
地
の
意
で
あ
る
が
、
宋
の
郡
県
に
属
し

て
漢
地
を
耕
し
て
い
る
繁
人
の
熟
戸
が
如
何
に
漢
化
さ
れ
て
い
た
か
を
詰
っ
て
い
る

Q

す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
禁
人
熟
戸
は
漢
語
を

よ
く

し
、
そ
の
服
装
を
変
え
て
州
県
の
域
内
の
市
場
に
来
て
い
る
と
き
は
全
く
漢
人
と
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
に
漢
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
州
民
域
近
く
の
蛮
夷
が
如
何
に
洩
化
さ
れ
て
い
た
か
を
知
り
得
る
。

一
方
、
朱
輔
の
渓
蛮
叢
笑
に
よ
る
と
、

生
界
。
去
州
県
俵
一案
速
。
不
属
王
化
者
。
名
生
界
。

と
あ
る
か
ら
、
州
県
宝
案
を
は
な
れ
る
と
王
化
に
属
し
な
い
者
、
す
な
わ
ち
前
の
場
合
の
熟
禁
に
対
し
て
生
禁
が
居
た
わ
け
で
、
そ
れ
は

宋
に
賦
役
を
お
さ
め
な
い
者
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
州
県
域
と
生
界
と
の
間
に
は
、

漠
化
の
程
度
に
波
淡
の
差
は
あ
る
が
、
州
県
に

編
入
さ
れ
、
あ
る
い
は
穣
嫁
さ
れ
た
漢
化
蛮
人
が
い

た
わ
け
で
、
こ
れ
ら
の
者
が
州
県
以
の
近
く
に
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
漢
化
蛮
人
と
州
県
の
関
係
を
明
か
に
す
る
た
め
、
柱
陽
否
、
の
反
乱
を
少
し
く
考
察
し
て
見
る
。

変
服
入
州
県

宋
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て
（
河
原
）
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史
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続
は
ハ
治
泊
鑑
長
編
時
十
慶
麻
m
四
年
三
月
印
成
の
条
に
、
桂
陽
蛮
の
乱
に
つ
い
て
の
欧
院
修
の
意
見
が
見
え
る
が
、
そ
れ
に
、

今
正
蛮
。
巳
為
郡
和
・
貰
鬼
兄
弟
所
誘
。
共
飴
山
民
英
裕
之
類
。
亦
皆
目
起
而
為
盗
。
縞
開
。
常
寧
一
県
殆
無
平
民
。
大
小
之
盗
一

二一
臼
移
。
推
其
致
比
之
凶
。
英
務
之
俗
衣
服
一一一日
話

一
頼
正
蛮
。

と
あ
る
。
桂
防
蛮
の
乱
は
正
蛍
と
日
ら
起
っ
た
英
絡
の
類
と
が
結
合
し
て
大
き
く
な
っ
た
と
一
一
一
H

う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
常
寧
県
に
ほ
と

ん
ど
平
氏
な
し
と
一
一
は
っ
て
い
る
こ
と
と
、
失
格
の
俗
、
夫
服
、
一
一
一一M

話
は
正
蛮
と
同
じ
で
あ
る
と
一一
一
川
っ
て
い
る
こ
と
は
淀

μ
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
の
文
の
つ
づ
き
を
み
る
と
。

英
洛
之
類
。
使
安
耕
織
而
歳
輸
皮
来
。
得
為
平
氏
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
風
俗
、
衣
服
、

一一三
請
が
正
蛮
と
同
じ
で
あ
る
と
ーは
う
莫
繕
の
類
も
、
耕
蹴
に
安
ん
ぜ
し
め
、
歳
々
、
税
を
宋
に
収
め

さ
せ
る
と
そ
れ
は
平
氏
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
常
寧
県
に
ほ
と
ん
ど
平
氏
な
し
と
は
、
こ
の
よ
う
な
者
が
盗
と
な
っ

て
正
蛮
に
合
流
し
た
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
宋
の
郡
県
に
編
入
さ
れ
た
蛮
人
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
省
民
と

も
呼
ば
れ
た
が
、
そ
れ
ら
が
州
県
城
と
正
蛮
と
の
中
間
地
帯
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。

宋
史
雄
四
蛮
夷
ニ
西
南
渓
嗣
諸
蛮
下
に
、

紹
興
三
年
巨
僚
一
一
一
一
日
。
武
一
軍
渓
桐
。
旧
嘗
集
人
戸
為
義
保
。
蓋
北
ハ
風
土
習
俗
服
食
山
市
械
。
悉
同
猿
人
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
宋
は
渓
嗣
の
人
戸
を
集
め
て
兵
と
し
て
防
禦
に
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
習
俗
服
食
等
が
裕
人
と
同
じ
で
あ
る

か
ら
蛮
人
防
禦
に
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
を
つ
た
え
て
い
る
が
、
漢
化
の
す
す
ん
だ
蛮
人
利
用
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
宋
史
噌
畑
許
応
竜
伝
に
、

距
州
六
七
十
旦
。
日
山
斜
刷
。
猿
所
来
。
匂
耕
土
田
不
輸
賦
。
禁
兵
与
関
。
応
竜
平
決
之
。
其
曾
感
悦
。
率
父
老
鳴
缶
撃
筒
。
踊
詣

郡
謝
。

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
州
城
か
ら
六
七
十
里
の
と
こ
ろ
が
宋
の
藤
康
の
及
ぶ
ぎ
り
ぎ
り
の
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
叉
、
宋
史
池
山
一
注
綱
伝
に
、

調
桂
陽
軍
平
陽
県
令
。
県
連
渓
刷
。
蛮
蜜
与
居
。
綱
一
過
以
思
信
。

と
あ
る
の
も
、
県
が
渓
洞
蛮
に
按
し
、
蛮
と
雑
居
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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以
上
に
よ
っ
て
、
州
県
域
を
中
心
と
し
た
地
域
に
漢
化
さ
れ
た
蛮
が
居
て
漢
語
に
通
じ
、
州
県
に
編
入
さ
れ
て
税
を
納
め
て
い
た
が
、

そ
の
服
装
宵
俗
は
蛮
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
生
蛮
の
反
乱
の
と
き
に
は
そ
れ
に
合
流
す
る
様
な
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

問
題
の
殺
人
祭
鬼
の
下
手
人
で
あ
る
峡
州
長
楊
県
民
向
昨
・
向
収
も
亦
、
そ
の
よ
う
な
漢
化
さ
れ
た
夷
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
、
こ
の

峡
州
の
地
に
蛮
採
が
居
て
、
八
つ
の
砦
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
武
経
総
要
唯
一
一
一
荊
湖
北
路
の
条
に
、

峡
州
治
夷
陵

0

・
・
：
：
其
地
流
拠
蛮
獄
。
百
八
砦
守
之
。

と
あ
る
に
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
八
持
の
内
の

二
つ
が
長
楊
県
に
属
し
て
い
た
こ
と
は
宋
史
尚
一
川
地
理
志
、
荊
湖
北
路
、
峡

州
の
条
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
そ
の
二
比
五
が
生
界
の
蛮
猿
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
長
楊
県
城
の
四
周
に
漢
化

さ
れ
た
蛮
が
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
政
治
的
に
は
漢
化
の
程
度
も
よ
ほ
ど
進
ん
で
州
県
に
編
入
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
風
俗
等
は
ま
だ
生
蛮
と
同
じ
で
あ
る

所
謂
平
氏
が
そ
の
習
俗
に
よ
っ
て
殺
人
祭
鬼
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
（

g
）
で
み
た
墨
客
揖
犀
に
伝
え
ら
れ
た
話
の
巾
で
「
比
別

行
凶
十
里
。
投
近
県
。

mm
退
卒
抗
之
」
と
あ
っ
て
、
殺
人
祭
鬼
の
行
わ
れ
て
い
た
現
場
が
、
県
域
か
ら
間
十
里
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
一一一同う

が
、
そ
れ
は
さ
き
に
見
た
史
料
に
州
城
と
渓
桐
と
の
距
離
六
七
十
旦
と
あ
っ
た
の
と
考
え
合
せ
て
み
る
と
、
丁
度
、
漢
化
蛮
人
の
居
住
地

帯
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
恐
ら
く
一
味
数
十
人
と
あ
る
の
も
、
同
じ
く
漠
化
の
す
す
ん
だ
夷
人
の
一
族
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な

お
、
（
C

）
の
と
こ
ろ
で
み
た
澄
州
・
岳
州
等
の
例
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

五

陥
書
守
二
地
理
志
下
に
、

南
郡
・
夷
陵
・
克
陵
・
河
陽
・
一
江
陵
・
治
江
・
哀
陽
・
春
陵
・
漠
東
・
安
陸
・
永
安
・
義
陽
・
九
江
・
江
夏
諸
郡
。
多
雑
蛮
左
。
其

与
友
人
雑
居
者
。
則
与
諸
華
不
別
。
其
僻
見
山
谷
者
則
一一一日
詰
不
通
。
凶
H

好
居
施
全
異
。
頗
与
巴
治
問
俗
。
諸
蛮
本
其
所
出
承
盤
瓢
之

後
。
故
服
章
多
以
班
布
為
飾
。
其
相
呼
以
蛮
。
則
為
深
忌
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
南
部
（
湖
一
ω町
一
勝
股
中
）
、
夷
陵
（
州
比
一
校
制
枇
中
）
、
克
陵
（
川
一
法
唯
一
説
中
）
、
河
陽
（
仰
山
ω一
一
一
樹
齢
中
）
、
況
陵
（
州
問
碍
続
中
）

清
江
（
伺
…
月
…
…
四
倣
中
）
、
奈
川
防
（
四
一
ω崎
一
蹴
…
抑
中
）
、
春
陵
（
州
比
一
一
域
一
糊
…
肋
ー
中
）
、
漠
東
（
岬
比
一
山
浦
…
枇
脚
）
、
安
陸
（
一
一
山
…
…
一
一
一
肌
…
脚
中
）
、
永
安
（
仰
は
切
法
制
…
抑
中
）
、

小沢
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て

（
河
原
）

一
五
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第
十
九
号

一
六

義
陽
（
刊
一
明
…
一
一
一
一
明
…
取
中
）
、
九
江
（
山
崎
M
M
航…防，
f
、
江
夏
（
岬
比
一
…
同
一
日
…
枇
中
）
の
諸
郡
の
地
に
は
多
く
の
蛮
左
を
雑
え
て
い
て
、
そ
れ
ら
蛮
左
の
、

漢
人
と
雑
居
す
る
者
は
漢
人
と
区
別
が
つ
か
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
蛮
左
と
一
一
百
う
の
は
蛮
楚
、
叉
は
荊
蛮
と
も
よ
ば
れ
る
蛮
人
で
、

南
北
朝
時
代
に
み
ら
れ
る
者
で
、
南
朝
の
宋
が
そ
れ
ら
の
蛮
一戸
を
も
っ
て
左
郡
、
左
県
を
設
け
て
嬬
際
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ

（

H
H
） 

た
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
左
郡
、
左
県
の
置
か
れ
た
地
域
は
、
安
徽
省
・
河
南
省
及
び
湖
北
省
の
互
に
相
接
す
る
地
で
、
大
別

山
山
脈
を
分
水
嶺
と
し
て
流
れ
出
る
諸
川
の
流
域
と
桐
柏
山
に
発
す
る
准
水
の
上
流
域
や
潟
水
流
域
で
あ
っ
て
、
当
時
、
予
州
蛮
と
呼
ば

れ
る
蛮
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。
今
か
か
げ
た
惰
書
、
地
理
志
の
蛮
左
も
同
じ
く
、
表
陽
・
克
陵
・
春
陽
・
漠
東
・
義
陽
・
安
陸
・
永
安
等

の
諸
郡
に
居
る
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
南
朝
宋
の
時
代
の
予
州
一蛮
と
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
惰
代
、
そ
れ

ら
の
蛮
は
列
挙
し
た
諸
郡
内
で
漢
人
と
雑
居
し
、
そ
の
山
谷
に
は
所
謂
生
蛮
が
居
住
し
て
い
た
わ
け
で
、
前
節
で
見
た
宋
代
の
場
合
と
全

く
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
こ
れ
ら
の
蛮
が
蛮
楚
あ
る
い
は
荊
蛮
、
す
な
わ
ち
荊
楚
と
関
連
し
た
呼
称
で
よ
ば
れ
て
い

る
こ
と
と
、
そ
の
居
住
地
域
が
湖
北
省
の
西
北
の
部
分
を
除
い
た
大
部
分
の
地
域
及
び
そ
れ
に
接
す
る
湖
南
・
河
南
・
江
西
の
一
部
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
春
秋
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
楚
の
国
が
こ
の
湖
北
を
中
心
と
し
た
地
域
で
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
こ

と
は
こ
こ
に
改
め
て
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
蛮
左
に
人
を
殺
し
て
祭
る
風
浴
の
あ
っ
た
こ
と
は
注

H
に
あ
た
い
す
る
。
す
な
わ
ち
、
貌
者
一
一
四
章
珍
伝
に
、

高
祖
初
。
蛮
酋
恒
誕
帰
款
。
朝
廷
忠
安
辺
之
略
。
以
誕
為
東
荊
州
刺
史
。
令
珍
為
使
。
与
誕
招
慰
蛮
左
。
珍
白
懸
弧
西
入
三
百
余

里
。
至
桐
栢
山
。
窮
准
源
。
宣
揚
恩
沢
。
莫
不
降
附
。
悦
源
旧
有
制
堂
。
蛮
俗
恒
川
人
祭
之
。
珍
乃
暁
告
目
。
天
地
明
霊
。
即
是
民

之
父
母
。
畳
有
父
母
甘
子
肉
味
。
円
今
己
後
悉
宜
以
酒
附
代
川
。
鮮
布一
従
約
。
一
セ
今
行
之
。
凡
所
招
降
七
万
除
戸
。

と
あ
っ
て
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
五
枇
紀
の
後
半
、
章
珍
が
帰
順
し
た
蛮
酋
の
桓
誕
と
共
に
、
蛮
左
を
招
慰
す
る
た

め
懸
弧
即
ち
汝
南
県
か
ら
准
水
の
水
源
地
の
桐
栢
山
に
至
り
、
蛮
左
七
万
余
戸
を
招
降
さ
せ
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
こ
の
地
の

蛮
左
に
人
を
殺
し
て
神
を
祭
る
風
が
あ
っ
た
の
で
こ
れ
を
や
め
さ
せ
た
こ
と
を
附
言
し
て
い
る
。
こ
の
蛮
左
が
さ
き
に
見
た
南
朝
宋
の
蛮

左
で
あ
り
、
蛮
楚
、
荊
蛮
と
よ
ば
れ
た
予
州
変
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
居
住
地
が
准
水
の
水
源
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
湖
北
省
及
び
そ
れ
に
接
し
た
河
南
、
安
徽
の
地
方
に
居
る
蛮
人
、
即
ち
予
州
蛮
に
人
を
殺
し
て
祭
る
風
の
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
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予
州
蛮
に
つ
い
て
は
宋
害

時
九
に
、

予
州
蛮
康
君
後
也
。
：
：
：
北
接
准
汝
。
南
極
江
漢
。
地
方
数
千
旦
。

と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
度
計
の
後
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
度
君
に
つ
い
て
は
後
漢
書
サ
ト
、
南
蛮
伝
に、

巴
郡
・
南
部
変
本
有
五
姓
。
巴
氏
・
焚
氏
・
陣
氏
・
相
氏
・
鄭
氏
皆
出
於
武
落
鍾
離
山
。
共
山
有
赤
黒
二
穴
。
巴
氏
之
子
生
於
赤

穴
。
同
姓
之
子
皆
生
黒
穴
。
未
有
君
長
。
倶
事
鬼
神
。
乃
共
榔
剣
於
石
穴
。
約
能
中
者
奉
以
為
君
。
巴
氏
子
務
相
乃
独
中
之
。
衆
山
首

歎
。
叉
令
各
乗
土
船
。
約
能
浮
者
当
以
為
有
。
余
姓
悉
沈
。
唯
務
相
独
浮
。
閃
共
立
之
。
日
疋
為
鹿
君
。
乃
来
土
船
。
従
夷
水
至
塩

陽
。
康
君
於
是
君
乎
夷
域
。
同
姓
皆
臣
之
。
康
君
死
。
魂
川
明
世
為
白
虎
。
巴
氏
以
虎
飲
人
血
。
遂
以
人
洞
鷲
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
巴
郡
南
郡
蛮
の
君
と
な
っ
た
鹿
君
の
説
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
注
日
す
べ
き
は
巴
氏
が
人
を
殺
し
て
－桐
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
話
に
よ
る
と
、
鹿
君
が
死
ぬ
と
そ
の
魂
塊
は
白
虎
と
な
っ
た
。
虎
が
人
血
を
飲
む
の
を
好
む
の
で
、
巴
氏
は
白
虎
と

な
っ
た
一
廉
君
の
魂
昧
を
ま
つ
る
た
め
に
人
を
殺
す
と
一
一一一同
う
の
で
あ
る
が
、
人
を
殺
し
て
桐
る
こ
と
は
実
際
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
南
郡
は
湖
北
の
江
陵
を
中
心
と
し
た
郡
で
あ
り
、
巴
郡
は
四
川
の
主
慶
合一中
心
と
し
た
郡
で
あ
る
が
、
水
経
注
時
一
一
一
、
夷
水
の
条

で
は
、
こ
の
度
君
説
話
の
舞
台
と
な
っ
た
地
を
夷
水
す
な
わ
ち
清
江
の
地
域
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
湖
北
の
宜
都
に
お

い
て
揚
子
江
に
注
ぐ
清
江
の
流
域
の
地
と
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
宋
代
の
峡
州
の
地
に
あ
た
る
こ
と
と
な
る
。
宋
代
、
こ
の
地
で
殺
人

祭
鬼
の
風
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
見
た
如
く
で
あ
る
。
水
経
注
の
説
明
は
一廃
君
説
話
を
も
と
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
点
、
あ
て
に

な
ら
ぬ
が
、
後
漢
書
の
記
事
に
よ
っ
て
、
南
郡
・
巴
郡
蛮
の
間
に
人
を
殺
し
て
－刷
る
風
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と
思
う
。
叉
、
そ

の
南
郡
巴
郡
の
地
に
あ
た
る
地
域
で
、
宋
代
に
盛
ん
に
殺
人
祭
鬼
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
考
え
合
せ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南

郡
・
巴
郡
蛮
の
祖
康
君
よ
り
出
た
と
一
一
一
円
う
予
州
蛮
は
蛮
左
と
よ
ば
れ
、
荊
蛮
、
楚
蛮
で
あ
り
、
叉
南
郡
・
巴
郡
蛮
と
と
も
に
、
楚
国
の
中

心
部
及
び
そ
の
周
辺
部
の
蛮
夷
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
蛮
夷
に
同
じ
殺
人
祭
鬼
の
風
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
し
、

叉
、
宋
代
に
そ
れ
ら
の
地
域
と
か
さ
な
る
湖
北
・
湖
南
の
地
を
中
心
と
し
て
一
居
住
し
て

い
た
渓
洞
蛮
の
間
に
そ
の
風
習
が
残
存
し
て
い
た

も
の
と
考
え
て
も
そ
れ
ほ
ど
無
理
で
は
な
さ
そ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

宋
会
要
、
刑
法
ニ
慶
元
四
年
五
月
六
日
の
条
に
、

臣
僚
一一一
日。
楚
俗
淫
柄
。
其
来
尚
失
。
惟
是
版
人
以
饗
鬼
。
不
宜
有
聞
於
聖
世
。

宋
代
の
殺
人
祭
鬼
に
つ
い
て
ハ
河
原
）

て！.：...：
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法
政
史
学

第
十
九
号

入

と
あ
り
、
叉
、
さ
き
に
ひ
い
た
陪
書
地
理
志
の
文
の
つ
づ
き
に
、

大
抵
荊
州
率
敬
鬼
尤
主
洞
紀
之
事
。
昔
屈
尿
為
制
九
歌
。
蓋
由
是
也

Q

（日）

と
あ
る
の
も
、
古
く
か
ら
の
楚
の
遺
風
と
解
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
昭
和
四
一
－
二
・
三
O
）

註（
1
）
沢
日
瑞
穂
「
殺
人
祭
鬼
」

η天
理
大
学
学
報
、
第
四
十
三
料
、
人
文
・
社
会
科
学
話

E
）

（
2
）
「
太
平
三
ず
記
」
芝
、
嶺
南
道
十
、
邑
州
の
条
に
は
更
に
詳
細
な
記
事
が
見
ゆ
。

（
3
）
「
元
豊
九
域
志
」
性
、
覇
際
州
、
広
南
路
、
宜
州
の
条
。

（
4
）
拙
稿
「
広
西
蛮
付
の
始
遷
祖
に
就
い
て
」
（
南
亜
細
亜
学
報
、
第
三
号
）

（
5
）
「
続
資
治
通
鑑
長
編
」
芝
、
県
草
五
年
間
七
月
康
成
の
条
に
も
同
様
な
文
あ
り
。

（
6
）
「
宋
史
」
持
ヘ
地
理
志

Q

「
続
資
治
通
鑑
長
一
編
」
時
一
右
…
寧
六
年
六
月
巳
卯
の
条
。

（
7
）
「
元
豊
九
日
明
志
」
地
岳
州
の
条
。

（
8
）
「
続
資
治
通
鑑
長
編
」
時
一
一
照
寧
五
年
十
二
月
丙
子
及
び
同
書
時
二
、
同
六
年
正
月
の
条
に
よ
っ
て
、
神
宗
の
時
に
こ
の
地
の
経
略
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
9
）
「
宋
会
要
」
、
刑
法
二
大
中
祥
符
三
年
二
月
二
十
五
日
の
条
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
あ
り
o

pm）
拙
杭
「
位
知
日
高
の
抜
乱
と
交
世
」
（
法
政
史
学
、
第
十
二
号
）

（
日
）
註
（
4
）
参
照
。

（
ロ
）
拙
稿
「
省
地
・
省
民
の
怠
味
に
つ
い
て
）
（
和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
）

（
日
）
右
に
同
じ

Q

へ
U
）
拙
稿
「
宋
告
一
一
百
州
郡
志
に
見
え
る
左
郡
・
左
県
の
中
山
と
の
意
味
に
つ
い
て
」
（
法
政
史
学
、
第
十
四
号
）

（
日
）
沢
目
瑞
穂
氏
の
前
掲
論
文
一
巾
』
で
、
純
一
雪
林
女
士
の
一

i

九
歌
与
河
神
祭
典
関
係
」
（
民
間
二
十
七
年
刊
『
議
魚
集
』
に
収
め
る
）
を
紹
介
し
て
お
ら

れ
る
c

そ
れ
に
よ
る
と
西
門
豹
の
話
も
出
て
い
る
が
、
建
災
以
来
繋
年
要
録
時
ト
、
紹
興
十
二
年
五
月
己
未
の
条
に
、
「
」
一
一
口
者
論
一
聖
路
有
殺
人
祭
鬼

之
事
コ
乞
厳
禁
之
、
〉
上
詞
宰
執
日
。
比
必
有
大
厄
侶
之
。
治
亙
則
此
白
止
。
西
門
豹
投
豆
於
河
。
以
救
河
伯
要
掃
c

蓋
知
此
道
也
」
と
あ
る
の
を

掲
げ
て
お
く
。
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